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1.　乳歯期 前後期における男女 児の肌色を視感 測定に

よ'0, 実際に把握し，衣服 の色を求 める資料 とし，更に

求 めたそ の適応色 と皮膚 の色 との関係 が色彩理論 からみ

て どの ような関係 にあ るか考 察し，被服 デザイ ンの根拠

にすることを目的 とし た。

2･　被 軟者 は男女園児200 人，測定時期 は昭 和34年 及

び35年６月， 温度25 ° C～27 °,湿度55% ～70の間におい

て行った。測 定固所は額，ほほ，あご及び腕 の外側 を計

測した。適応色 の求 め方は基礎実験 により,` えら んたμ6

色の色布 を園児の肩胸 の周辺 にかけ て,   5人 の観察者 が

これをえ らんだ。色布 の色は標準光源下 に於 て， 比色器

を用いて，等色 の色紙 を求 め， ない場合 は複元し て地合

に左右されずに色のみ を対象 とする ようにし で，そ の分

光反射率 曲線を とり，そ の二色 の関係を み る資料 と し

た。

3･　皮膚の色で最 も多 かったのは７色で マン セル色票

に合 わせれば,  5.0YR6/4 周辺 の色群 を 中 心 にlO.OYR

7/2, 7.5YR6/2,  2.5YR5/4 等の色である。 この色群に対

応 する色 は719 色 あり， 分類 すると21 色 で色相 別にみる

と有彩色群，5Y7/8 を最高 に2.5BG3/2,    10.0B8/4,   5.0R

8/6,   10.0RP4/12 等が多くみられ,  W.  B. G 等 の無彩色

群がこれにつづいて，彩度 のひくい低明度高明度 のもの

が多くみ られた。


